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研究推進委員会通信 

平成31年１月28日 

 今回は私自身が授業改善として実施したことを紹介します。私が後期に力を入れたのは「自己評価表」の導入

です。これは、白鳥中学校での授業研究会で英語の教科担任が「授業内容まで記載された自己評価表」を使用し

ていたことを参考にしました。２年生の授業において11 月から１月の情報処理検定３級受験までの約 3 カ月間

実施しました。また、その効果の確認のため検定終了後に生徒を対象としたアンケート調査を実施しました。結

果は以下のとおりです。 
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その他、自己評価に対するアンケートと検定の関係を分析してみると、自己評価表をうまく使いこなせていな

い生徒が合格できていないことがわかります。また、検定を受験しない生徒に関しては自己評価表を取り組む意

欲が低いということがわかります。そのことからも、ただ自己評価表を導入するのではなく、「うまく使いこなせ

ていない生徒には助言・指導をする」ことや、目標設定が無い場合は生徒の意欲が低くなることから、「検定等の

目標が無い場合は短期（１時間～単元）の到達目標を設定する」必要があると考えられます。 

 

 

 

※実際のプリントの抜粋です。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒のコメントの中には、自己評価表の項目を記入方式だけではなく、「備考」「グラフ」「順位」などの欄を設

けて、できたらチェックするという形式にしてはどうか？という建設的な意見がありました。実際に使用してい

る生徒の貴重な意見として、来年度以降は取り入れたいと思います。 

 生徒の感想に「できるわけがないという気持ちからできるようになって楽しさを感じられた。もっと難しい問

題を解いてみたいとワクワクした。」とありました。授業改善をしていくことで、生徒が授業内容を理解し、学習

意欲を引き出し、さらに深く学びたいと考えるようになったと言えます。その意欲が自発的な家庭学習へとつな

がるのではないかと考えました。現在、家庭学習に取り組むシステムが構築されつつあります。しかし、そのシ

ステムを適切に利用しなければ意味がありません。文部科学省は「教員は学び続けなくてはならない」と示して

いますが、私たち教員一人ひとりが教育の専門家であることを自覚し、日々の授業の省察から指導方法を追求し

ていかなくてはなりません。そのためには、自らの指導が適切かを確認する場面が必要です。それは、考査や模

試の結果であったり、検定の結果であったりと比較しやすい数値化できるものが良いと思います。授業改善は１

度したら終わりではなく、ようやくスタートラインに立った段階です。研究推進委員会はあくまで授業改善のき

っかけです。若手の先生を中心にさらなる授業改善に取り組んでください。 

ルーブリックで自己評価をします。観点はできるだけ詳細にする

必要があります。高次の評価になるために必要なポイントは下線を

引きました。また、できたという基準（70点）を統一しました。 

生徒はルーブリックをもとに自己評価を行います。授業の様子を見て適切な評価が

されていないと判断できる場合は「違うのではないか？」とコメントしました。 

自己評価プリント（10時間ごとに配

布）の最後に反省欄設け、自己評価表の取

り組みを含めて５段階（最高10点）で評

価しました。評価方法や配点は生徒と共有

しています。 

提出の確認印とともに、必ず一言コメ

ントを記入しました。生徒への学習方法

の助言や励まし、初めてＡ評価を付けた

場合は花丸を記入するなど生徒の自己肯

定感が高まる工夫をしました。 


